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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、これらの天板をフレーム構造
体に支持させてなるものであって、
前記締結手段が、天板下面に係合する一対の係合爪と、係合爪同士を接離させる締め込み
部とを備えており、
締結された複数の天板が一体となって締結方向に移動することを許容し、その移動をガイ
ドするガイド機構が、フレーム構造体に設けられたガイド部に前記締め込み部を係り合わ
せることによって前記締結手段と前記フレーム構造体との間で構成され、
前記係合爪は、締め込み部とガイド部とにより回転不能かつ摺動可能に保持されているこ
とを特徴とするデスク。
【請求項２】
隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、これらの天板をフレーム構造
体に支持させてなるものであって、
前記締結手段が、天板下面に係合する一対の係合爪と、係合爪同士を接離させる締め込み
部とを備えており、
締結された複数の天板が一体となって締結方向に移動することを許容し、その移動をガイ
ドするガイド機構が、前記締結手段と前記フレーム構造体との間で構成され、
前記係合爪の先端が、締結方向から見て山形に傾斜するテーパ面を設けられており、フレ
ーム構造体の天板支持面から一定の突出寸法を保って接離動作を行うように構成されてい
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ることを特徴とするデスク。
【請求項３】
隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、これらの天板をフレーム構造
体に支持させてなるものであって、
締結された複数の天板が一体となって天板奥行き方向に移動することを禁止しながら天板
幅方向に移動することを許容し、その移動をガイドするガイド機構が、前記フレーム構造
体に設けられたガイド部に前記締結手段を摺動可能に係り合わせることで構成され、
前記フレーム構造体が天板受けを有し、この天板受けには連結方向の長窓が設けられると
ともに、天板下面にねじ孔を設け、このねじ孔は天板の連結方向への移動範囲において前
記長窓を介し下方に開口していて、下方から挿し込んだねじを前記ねじ孔に締結すること
により、天板を固定するようにしていることを特徴とするデスク。
【請求項４】
隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、これらの天板をフレーム構造
体に支持させてなるものであって、
締結された複数の天板が一体となって天板奥行き方向に移動することを禁止しながら天板
幅方向に移動することを許容し、その移動をガイドするガイド機構が、前記フレーム構造
体に設けられたガイド部に前記締結手段を摺動可能に係り合わせることで構成され、
前記フレーム構造体が、隣り合う中間脚と端部脚の間、あるいは中間脚同士の間をビーム
構体で連結し、それらの脚間に天板を支持するにあたり、前記ビーム構体が、複数のビー
ムを長さ方向につなぎ合わせて連結されていることを特徴とするデスク。
【請求項５】
フレーム構造体が、３枚以上の天板を支持すべく、それを支える複数の中間脚を順次ビー
ム構体を介し連結して構成されていることを特徴とする請求項４に記載のデスク。
【請求項６】
隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、これらの天板をフレーム構造
体に支持させてなるものであって、
締結された複数の天板が一体となって天板奥行き方向に移動することを禁止しながら天板
幅方向に移動することを許容し、その移動をガイドするガイド機構が、前記フレーム構造
体に設けられたガイド部に前記締結手段を摺動可能に係り合わせることで構成され、
端部に配置される天板の外側の端面と、互いに隣接される側の天板の端面とに、異なる厚
みのエッジ部材を設けていることを特徴とするデスク。
【請求項７】
前記締結手段が、天板下面に係合する一対の係合爪と、係合爪同士を接離させる締め込み
部とを備えていることを特徴とする請求項３～６のいずれかに記載のデスク。
【請求項８】
前記締結手段が天板下面に設けた対をなす凹部を備えており、これらの凹部が前記係合爪
と係合するように構成されているとともに、前記締め込み部が天板下面から下方に離間し
た位置に設定されていることを特徴とする請求項１，２，７のいずれかに記載のデスク。
【請求項９】
前記締め込み部は、一方の係合爪に一体的に設けられて多角形断面の中に雌ネジを有する
第１の摺動子と、他方の係合爪に一体的に設けられて多角形断面の中にボルト貫通孔を有
する第２の摺動子と、第２の摺動子のボルト貫通孔に挿通されて先端を第１の摺動子の雌
ネジに螺合されるボルトとを具備し、フレーム構造体のガイド部が両摺動子に嵌り合う多
角形状の貫通孔であることを特徴とする請求項８に記載のデスク。
【請求項１０】
隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、これらの天板をフレーム構造
体に支持させてなるものであって、
前記締結手段が、天板下面に係合する係合爪を備えた一対の摺動子と、これら摺動子同士
を近接させるボルトとを備えており、
締結された複数の天板が一体となって締結方向に移動することを許容し、その移動をガイ
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ドするガイド機構が、フレーム構造体に設けられたガイド部に対して前記摺動子を摺動可
能としつつ係り合わせることによって、前記締結手段と前記フレーム構造体との間で構成
されていることを特徴とするデスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大型のデスクを複数の天板を用いて構成するにあたり、隣接する天板同士を
適切に連結できるようにしたデスクに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　大型のデスクを構成する場合、隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態
で、これらの天板をフレーム構造体に支持させるのが通例である。
【０００３】
　例えば、特許文献１等に示すものは、天板下面端部近傍に凹部を設け、天板の端面には
前記凹部に連通する貫通孔を設けて、天板の端面同士を隣接させた状態で、一方の天板の
凹部にボルトを収容してそのボルトの先端を貫通孔を介して他方の天板の凹部に突出させ
、その先端にナットを螺合させて締め付けることにより、天板同士を引き寄せて連結する
ようにしている。
【特許文献１】特開２００１－１２８７６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、天板を連結すると、フレーム構造体と天板との寸法誤差や、天板のエッジ違
いなどによって、フレーム構造体と天板とが位置ずれを起こす場合がある。このような場
合に、天板をフレーム構造体に固定する前に、フレーム構造体上で滑らせて位置合わせが
できれば好都合である。
【０００５】
　天板同士の連結機能に加えて、フレーム構造体の天板受けに天板を単に載せ置き、位置
調整後にフレーム構造体の天板受けと天板との間を締結して天板を所定位置に固定するシ
ンプルな構造を採用すれば、天板をフレーム構造体に固定する前は、当該フレーム構造体
上で天板を幅方向および奥行き方向に自在に滑らせることができるが、逆にこのように天
板が無秩序に動くと位置決めがし難い上に、勢い余って天板が大きくずれる恐れもある。
【０００６】
　また、天板を載せ置いた後は、天板下に潜って天板同士を連結することになるが、天板
受けに挿し通したボルトを天板のねじ孔に止着する際の相対位置も狂っているために天板
を置き直すことが多くなる上に、天板下面の凹部内にボルトが位置するとＬ型レンチなど
を使って小刻みにボルトを締めて連結作業を行わなければならず、作業性が極めて悪いも
のとなる。
【０００７】
　本発明は、このような課題を有効に解決したデスクを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、かかる目的を達成するために、次のような手段を講じたものである。
【０００９】
　すなわち、本願における第１の発明のデスクは、隣接する天板の端面同士を締結手段に
より締結した状態で、これらの天板をフレーム構造体に支持させてなるものであって、前
記締結手段が、天板下面に係合する一対の係合爪と、係合爪同士を接離させる締め込み部
とを備えており、締結された複数の天板が一体となって締結方向に移動することを許容し
、その移動をガイドするガイド機構が、フレーム構造体に設けられたガイド部に前記締め
込み部を係り合わせることによって前記締結手段と前記フレーム構造体との間で構成され
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、前記係合爪は、締め込み部とガイド部とにより回転不能かつ摺動可能に保持されている
ことを特徴とする。
【００１０】
　このように、締結手段はフレーム構造体に依存して天板同士を連結するのではなく、あ
くまで天板同士を直接連結するものであり、しかもフレーム構造体に対して緩い位置決め
をなすガイド機構により、連結後に複数の天板を全体として移動させて適切な位置に位置
調整することができる。換言すれば、フレーム構造体と天板との位置関係が限定されない
ので、天板やフレーム構造体に加工組立誤差が生じ、或いは端部に配置される天板と端部
以外の位置に配置される天板との間で天板幅寸法が若干異なるためにフレーム構造体の中
心位置と左右の天板の隣接境界位置とにずれが生じる場合等であっても、そのような関係
の下で天板を連結状態を保ってフレーム構造体に適切に取り付けることが可能となる。ま
た、係合爪同士を接離させる締め込み部をフレーム構造体に設けられたガイド部に前記締
め込み部を係り合わせ、係合爪を回転不能かつ摺動可能に保持するようにしているため、
締結手段の構造を利用しつつガイド機構を効率良く構成することが可能となっている。
【００１１】
　なお、本明細書に言うデスクには、テーブルの概念も含まれる。
【００１２】
　第２の発明のデスクは、隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、こ
れらの天板をフレーム構造体に支持させてなるものであって、前記締結手段が、天板下面
に係合する一対の係合爪と、係合爪同士を接離させる締め込み部とを備えており、締結さ
れた複数の天板が一体となって締結方向に移動することを許容し、その移動をガイドする
ガイド機構が、前記締結手段と前記フレーム構造体との間で構成され、前記係合爪の先端
が、締結方向から見て山形に傾斜するテーパ面を設けられており、フレーム構造体の天板
支持面から一定の突出寸法を保って接離動作を行うように構成されていることを特徴とす
る。この発明においても、上記第１の発明と同様、フレーム構造体の中心位置と左右の天
板の隣接境界位置とにずれが生じる場合等であっても、そのような関係の下で天板を連結
状態を保ってフレーム構造体に適切に取り付けることが可能となる。さらには、係合爪の
先端が、フレーム構造体の天板支持面から一定の突出寸法を保って接離動作を行うように
構成されているため、天板の設置作業や位置調整作業を一層簡素化できる上に、係合爪の
先端に、締結方向から見て山形に傾斜するテーパ面を設けているため、天板の設置作業を
より簡便に行うことも可能である。
【００１３】
　第３の発明のデスクは、隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、こ
れらの天板をフレーム構造体に支持させてなるものであって、締結された複数の天板が一
体となって天板奥行き方向に移動することを禁止しながら天板幅方向に移動することを許
容し、その移動をガイドするガイド機構が、前記フレーム構造体に設けられたガイド部に
前記締結手段を摺動可能に係り合わせることで構成され、前記フレーム構造体が天板受け
を有し、この天板受けには連結方向の長窓が設けられるとともに、天板下面にねじ孔を設
け、このねじ孔は天板の連結方向への移動範囲において前記長窓を介し下方に開口してい
て、下方から挿し込んだねじを前記ねじ孔に締結することにより、天板を固定するように
していることを特徴とする。この発明においても、上記と同様、フレーム構造体の中心位
置と左右の天板の隣接境界位置とにずれが生じる場合等であっても、そのような関係の下
で天板を連結状態を保ってフレーム構造体に適切に取り付けることが可能となる。さらに
は、フレーム構造体が天板受けを有しており、この天板受けに設けた長窓を介してねじを
挿入し、天板を固定するようにしているため、天板をフレーム構造体に対して連結方向の
所要位置に適切に固定することも可能となる。
【００１４】
　第４の発明のデスクは、隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、こ
れらの天板をフレーム構造体に支持させてなるものであって、締結された複数の天板が一
体となって天板奥行き方向に移動することを禁止しながら天板幅方向に移動することを許
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容し、その移動をガイドするガイド機構が、前記フレーム構造体に設けられたガイド部に
前記締結手段を摺動可能に係り合わせることで構成され、前記フレーム構造体が、隣り合
う中間脚と端部脚の間、あるいは中間脚同士の間をビーム構体で連結し、それらの脚間に
天板を支持するにあたり、前記ビーム構体が、複数のビームを長さ方向につなぎ合わせて
連結されていることを特徴とする。この発明においても、上記と同様、フレーム構造体の
中心位置と左右の天板の隣接境界位置とにずれが生じる場合等であっても、そのような関
係の下で天板を連結状態を保ってフレーム構造体に適切に取り付けることが可能となる。
さらには、隣り合う脚同士を複数のビームをつなぎ合わせたビーム構体で連結することで
フレーム構造体を構成するようにしているため、上記の効果をより高めることが可能とな
る。
【００１５】
　さらに、上記の構成は、フレーム構造体が、３枚以上の天板を支持すべく、それを支え
る複数の中間脚を順次ビーム構体を介し多数連結して構成されている場合により効果的で
ある。
【００１６】
　第５の発明のデスクは、隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、こ
れらの天板をフレーム構造体に支持させてなるものであって、締結された複数の天板が一
体となって天板奥行き方向に移動することを禁止しながら天板幅方向に移動することを許
容し、その移動をガイドするガイド機構が、前記フレーム構造体に設けられたガイド部に
前記締結手段を摺動可能に係り合わせることで構成され、端部に配置される天板の外側の
端面と、互いに隣接される側の天板の端面とに、異なる厚みのエッジ部材を設けているこ
とを特徴とする。この発明においても、上記第１～第４の発明と同様、フレーム構造体の
中心位置と左右の天板の隣接境界位置とにずれが生じる場合等であっても、そのような関
係の下で天板を連結状態を保ってフレーム構造体に適切に取り付けることが可能となる。
さらには端部に配置される天板の外側の端面と、互いに隣接される側の天板の端面とに、
異なる厚みのエッジ部材を設けるようにしているため、上記の効果をより高めることが可
能となる。
【００１７】
　さらに、上記第３～第５の発明のデスクにおいて、前記締結手段が、天板下面に係合す
る一対の係合爪と、係合爪同士を接離させる締め込み部とを備えるように構成すると、な
お好適である。
【００１８】
　また、上記第１～第５の発明のデスクにおいて、さらに締結作業を容易なものにするた
めには、前記締結手段が天板下面に設けた対をなす凹部を備えており、これらの凹部が前
記係合爪と係合するように構成されているとともに、前記締め込み部が天板下面から下方
に離間した位置に設定されていることが望ましい。
【００１９】
　さらに、作業効率の向上と適切な連結状態とを実現するためのより具体的な構成として
は、前記締め込み部は、一方の係合爪に一体的に設けられて多角形断面の中に雌ネジを有
する第１の摺動子と、他方の係合爪に一体的に設けられて多角形断面の中にボルト貫通孔
を有する第２の摺動子と、第２の摺動子のボルト貫通孔に挿通されて先端を第１の摺動子
の雌ネジに螺合されるボルトとを具備し、フレーム構造体のガイド部が両摺動子に嵌り合
う多角形状の貫通孔であるように構成することが好適である。
【００２０】
　第６の発明のデスクは、隣接する天板の端面同士を締結手段により締結した状態で、こ
れらの天板をフレーム構造体に支持させてなるものであって、前記締結手段が、天板下面
に係合する係合爪を備えた一対の摺動子と、これら摺動子同士を近接させるボルトとを備
えており、締結された複数の天板が一体となって締結方向に移動することを許容し、その
移動をガイドするガイド機構が、フレーム構造体に設けられたガイド部に対して前記摺動
子を摺動可能としつつ係り合わせることによって、前記締結手段と前記フレーム構造体と
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の間で構成されていることを特徴とする。この発明においても、上記第１～第５の発明と
同様、フレーム構造体の中心位置と左右の天板の隣接境界位置とにずれが生じる場合等で
あっても、そのような関係の下で天板を連結状態を保ってフレーム構造体に適切に取り付
けることが可能となる。さらには、係合爪を備えた摺動子が、フレーム構造体に設けられ
たガイド部に対して摺動可能としつつ係り合わせる構成としているため、より上記の効果
を高めることが可能となっている。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、以上説明したように、隣接する天板同士をフレーム構造体上で連結する連結
手段を利用してフレーム構造体との間にガイド機構を構成しているため、連結天板全体を
連結状態を保ってフレーム構造体に対して適切に位置調整することができ、或いは、位置
調整しない場合であっても、フレーム構造体に対する天板の位置ずれを許容した状態で天
板同士の連結を果たすことができるため、加工組立誤差や取付誤差、天板仕様の相違によ
る位置調整等が適切に行える、優れたデスクとして利用に供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００２３】
　この実施形態は、図１に示すように、一対の端部脚１，１の間に中間脚２を設け、隣り
合う端部脚１と中間脚２との間をビーム構体３で連結してフレーム構造体Ａを構成すると
ともに、このフレーム構造体Ａの端部脚１と中間脚２とにまたがって天板４を、奥行き方
向に対面使用可能なように各一対に載せ置き、全体として大型テーブルを構成するもので
ある。
【００２４】
　中間脚２は支柱２１の上端にステー部２２を設けた概略Ｔ字状のものであり、端部脚１
は全体がパネル状をなすものであって、ビーム構体３はこれら中間脚２及び端部脚１の奥
行き方向中央部における上端部間を連結する位置に取り付けられる。ビーム構体３と中間
脚２との具体的な取付構造は、図２に示すように、中間脚２の支柱２１の側面２ａに設け
たスリット２１ａにビーム構体３の端面３ａに突設した下向鉤状の係止爪３１ａを差し込
んで落とし込みつつ、ビーム構体３の端面３ａを中間脚２の側面２ａに突き当てて、ビー
ム構体３の端面３ａおよび中間脚２の側面２ａにそれぞれ設けたボルト通過孔３ｂ、２ｂ
に図示しないボルトを挿し通して、これらビーム構体３，３同士を中間脚２の両側面２ａ
に共締めしている。ビーム構体３の内部は上方に開放されたコードダクト空間Ｓを形成し
、対面配置された各天板４からコードその他を落とし込んで収納することが可能とされて
おり、中間脚２の両側に位置するコードダクト空間Ｓは、中間脚２に設けた開口２０を介
し連通して、このコードダクト空間Ｓを介して前述したボルト締め作業を行うことができ
る。ステー部２２は断面が概略角パイプ状のもので、支柱２１から奥行き方向両側に延び
出した部位にそれぞれ隣接する天板４を支持するための天板受け２３を各二対に設けてい
る。天板受け２３は、図３に示すように断面下向コ字形のもので、その天板支持面２３ａ
に、後述する係合爪５２を挿し通すための第１の長窓２３ｂと、天板止着用のねじ７（図
７等参照）を挿し通すための第２の長窓２３ｃとを開口させている。
【００２５】
　一方、端部脚１の内面１ａには、図４に示すように、上記中間脚２のスリット２１ａと
同様のスリット１１ａと、中間脚２のボルト通過孔２ｂに対応する部位にナット部１ｂと
が設けてあり、ビーム構体３の端面３ａに突設した係止爪３１ａを端部脚１に設けたスリ
ット１１ａに挿し込んで落とし込みつつ、ビーム構体３の端面３ａを端部脚１の内面１ａ
に突き当てて、ビーム構体３の端面３ａに設けたボルト通過孔３ｂに図示しないボルトを
挿し通し、これを端部脚１のナット部１ｂに締結している。この端部脚１にも上記天板受
け２３と同様の天板受け１３が設けられ、この天板受け１３に上記第２の長窓１３ｃと同
様の第２の長窓１３ｃが設けられている。
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【００２６】
　そして、ビーム構体３によって自立させられた中間脚２及び端部脚１の天板受け２３，
１３にそれぞれ天板４の対応する側縁近傍の下面を載せ置き、天板受け２３，１３に設け
た長窓２３ｃ、１３ｃに下方から通過させたねじ７を天板４の下面に設けたねじ孔４ｂ（
図３等参照）に締着することによって、天板４を中間脚２と端部脚１とに固定するように
している。
【００２７】
　このような構成において、本実施形態のデスクは、天板４を中間脚２及び端部脚１に固
定する前に、フレーム構造体Ａを構成する中間脚２上において、隣接する天板４，４の端
面同士を締結手段５により引き寄せて締結するようにしている。
【００２８】
　締結手段５は、図３及び図５等に示すように、天板下面端部近傍に設けた対をなす凹部
５１と、それらの凹部５１に係合することで天板下面と係合する一対の係合爪５２と、係
合爪５２，５２同士を接離させる締め込み部５３とにより構成される。
【００２９】
　凹部５１は、天板４の奥行き方向の前縁近傍および後援近傍の下面４ａにそれぞれ開口
する矩形孔状のものであり、この凹部５１に対し幅方向へ変位した位置に前述したねじ孔
４ｂが設けられている。
【００３０】
　係合爪５２は、締め込み部５３を介して中間脚２のステー部２２に支持される角柱状の
もので、先端に締結方向から見て山形をなすテーパ面５２ａが形成されている。
【００３１】
　締め込み部５３は、一方の係合爪５２の基端に一体的に設けられて多角形断面の中に雌
ネジ５３１ａを有する第１の摺動子５３１と、他方の係合爪５２の基端に一体的に設けら
れて多角形断面の中にボルト貫通孔５３２ａを有する第２の摺動子５３２と、第２の摺動
子５３２ａのボルト貫通孔５３２に挿通されて先端のねじ部５３３ａを第１の摺動子５３
１の雌ネジ５３１ａに螺合されるボルト５３３とを具備し、両摺動子５３１，５３２の対
面側における前記雌ネジ５３１ａおよびボルト貫通孔５３２ａにそれぞれ連通する位置に
は拡径した穴５３１ｂ、５３２ｂが設けてあって、これらの穴５３１ｂ、５３２ｂに、内
径を前記雌ネジ５３１ａおよびボルト貫通孔５３２ａの内径にほぼ等しくするカラー５３
０が介装されるようにしている。前記中間脚２のステー部２２には、天板受け２３の内側
空間に臨む立壁２２ｂにガイド部として矩形状の貫通孔５３４が締結方向に向けて開口し
ており、この貫通穴５３４は両摺動子５３１，５３２が摺動可能に嵌り合う多角形状をな
している。
【００３２】
　すなわち、この締め込み部５３は、第２の摺動子５３２のボルト貫通孔５３２ａにボル
ト５３３を挿し込んで先端のねじ部５３３ａをカラー５３０を介して第１の摺動子５３１
の雌ネジ５３１ａに螺合させ、それらの摺動子５３１，５３２が中間脚２のガイド部であ
る貫通孔５３４に嵌り合った図５の状態で、摺動子５３１，５３２およびボルト５３３か
らなる締め込み部５３は天板受け２３の天板支持面２３ａよりも低い位置にセットされる
。そして、両摺動子５３１，５３２と一体をなす係合爪５２の先端は、天板受け２３の天
板支持面２３ａに設けた第１の長窓２３ｂを介して図２および図５に示すように天板支持
面２３ａよりも高位置にまで突出した状態に配される。
【００３３】
　この状態から、図５に示すように天板受け２３の天板支持面２３ａ上に天板４を近づけ
、中間脚２のステー部２２から立ち上がった係合爪５２が天板４の凹部５１内に侵入する
ように天板４を上方から手探りで中間脚２上に滑らせて、図６に示すように係合爪５２を
凹部５１内に受容し、それに伴い天板４をその下面４ａが天板支持面２３ａに当接する位
置に落とし込む。係合爪５２の先端には奥行き方向（図５及び図６の紙面に垂直な方向）
に傾斜するテーパ面５２ａが形成してあるため、奥行き方向に対して天板４を円滑に嵌め
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合い位置にガイドすることができる。天板支持状態において、天板４は係合爪５２と凹部
５１との係合によって奥行き方向の移動を禁止されるのに対し、幅方向に対しては係合爪
５２は凹部５１内を遊動可能な範囲で天板４を幅方向に移動させることができる。
【００３４】
　この状態からボルト５３３を締めると、ボルト５３３及び摺動子５３１，５３２は中間
脚２のステー部２２に挿し通されて保持されているだけでステー部２２には拘束されてい
ないため、係合爪５２が凹部５１内のどの位置にあっても、また天板４が中間脚２のステ
ー部２２に対してどの位置にあっても、ボルト５３３を締めればボルト５３の頭部５３３
ｂと雌ネジ５３１ａとの距離が縮まり、図６→図７に示すように係合爪５２同士が相寄る
方向に動いて成り行きで締まる結果、最終的に各係合爪５２の先端が凹部５１内において
相手方の凹部５１に近い側の縁部５１ａに係合して天板４，４同士を引き寄せつつ連結す
る。
【００３５】
　連結を完了した後も、締結手段５３自体は中間脚２のステー部２２に対して完全には拘
束されておらず、ガイド部である貫通孔５３４内に締め込み部５３１，５３２が摺動可能
に嵌り合ってガイド機構６を構成し、締め込み部５３１，５３２がボルト５３３と一体と
なってステー部２２に対して移動し得るので、複数の天板４を一体的に天板幅方向に付勢
すると、ガイド機構６のガイド作用によってこれらの天板４（連結天板４´）を図７→図
８、図８→図７のように幅方向へ移動させることができる。これは、全体として見れば、
図９に示すようにフレーム構造体Ａの中心に対して連結天板４´の中心を揃える調整等に
利用できる。この場合の可動範囲は、図７に示した一対の係合爪５２の何れかの基端が図
８に示すようにステー部２２の立壁２２ｂに突き当たる範囲であり、前述した凹部５１の
縁部５１ａ、５１ａ間の距離はステー部２２の立壁２２ｂ、２２ｂ間の外法寸法よりも大
きくなるように設定されている。
【００３６】
　前記天板４のねじ孔４ｂは、この可動範囲において中間脚２の天板受け２３の長窓２３
ｃおよび図４に示した端部脚１の天板受け１３の長窓１３ｃを介し下方に開口しているよ
うに設定されており、天板４の所要の位置でこれらの天板受け２３、１３に設けた第２の
長窓２３ｃ、１３ｃに下方から通過させたねじ７を天板４の下面４ａに開口するねじ孔４
ｂに締着することによって、調節した位置で天板４を天板受け２３、１３を介して中間脚
２および端部脚１に固定することができる。
【００３７】
　以上のように、本実施形態のデスクは、図７に示す如く隣接する天板４、４の端面４０
，４０同士を締結手段５により締結した状態で、これらの天板４，４をフレーム構造体Ａ
に支持させるようにしたものである。そして、締結手段５は、締結された複数の天板４か
らなる連結天板４´が一体となって図９に示すように締結方向に移動することを許容し、
その移動をガイドするガイド機構６を前記締結手段５とフレーム構造体Ａの中間体２との
間に構成している。
【００３８】
　このように、締結手段５はフレーム構造体Ａに依存して天板４，４同士を連結するので
はなく、あくまで天板４，４同士を直接連結するものであり、しかもフレーム構造体Ａに
対して緩い位置決めをなすガイド機構６により、連結後の天板４全体（連結天板４´）を
移動させて適切な位置に位置調整することができる。換言すれば、フレーム構造体Ａと天
板４との位置関係が限定されないので、天板４やフレーム構造体Ａに加工組立誤差が生じ
たり、或いは図１０に示すように端部に配置される天板４ｘと端部以外の位置に配置され
る天板４ｙとで天板幅寸法が若干異なる等の理由により、フレーム構造体Ａを構成する中
間脚２の中心位置ｍと左右の天板４，４の隣接境界位置Ｐとがずれている場合等にも、そ
のような関係のままで図８に例示したように天板４の連結状態を保ってこれらをフレーム
構造体Ａに適切に取り付けることが可能となる。図１０は中間脚２を２つ用い、天板４ｘ
、４ｘ、４ｙを３連に連結したものであって、天板４ｘ、４ｙの関係は、共通の天板本体
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の左右両縁に取り付けられるエッジ部材のうち、端部に配置される天板４ｘの外側エッジ
部材８ｙの厚みと、端部に配置される天板４ｘの反対側のエッジ部材８ｘ及び中間に配置
される天板４ｙの両側のエッジ部材８ｘの厚みとが異なるように設定してあり、これがた
めに幅寸法の違いが生じているものである。
【００３９】
　そして、前述した締結手段５は、天板４の下面４ａの端部近傍に設けた対をなす凹部５
１、５１と、それらの凹部５１、５１に係合する一対の係合爪５２、５２と、係合爪５２
，５２同士を接離させる締め込み部５３とにより構成され、締め込み部５３が図５～図８
に示すように天板４の下面４ａから下方に離間した位置に設定されているので、凹部５１
が天板４の肉厚内に設けられる従来の構造と異なり、締結作業時にＬ型レンチ以外に電動
ドライバー等も使うことができ、また天板４の肉厚内でボルトを締める場合に比して窮屈
な作業姿勢等を強いられることもないため、作業を効率良く平易に行うことができる。な
お、このような構造であると、天板４の端面に連結用のボルト貫通孔が開口すること等が
ないので、天板４を単独で使用する場合に外観を毀損せずに済む効果も得られるものとな
る。
【００４０】
　この場合、ガイド機構６が、フレーム構造体Ａに設けたガイド部である貫通孔５３４内
に締め込み部５３を挿入して直接係り合わせることによって、より具体的には各摺動子５
３１、５３２を摺動可能としつつ貫通孔５３４に係り合わせることによってガイド機構を
発揮するものであり、締め込み部５３とガイド部である貫通孔５３４とにより、係合爪５
２を回転不能かつ摺動可能に保持しているので、これら締め込み部５３と貫通孔５３４と
によって、係合爪５２が接離動作する際の姿勢保持作用および連結天板４´が移動する際
のガイド作用を適切に営むことができ、効率的な構造を具現することができる。
【００４１】
　具体的にこの締め込み部５３は、一方の係合爪５２に一体的に設けられて多角形断面の
中に雌ネジ５３１ａを有する第１の摺動子５３１と、他方の係合爪５２に一体的に設けら
れて多角形断面の中にボルト貫通孔５３２ａを有する第２の摺動子５３２と、第２の摺動
子５３２のボルト貫通孔５３２ａに挿通されて先端を第１の摺動子５３１の雌ネジ５３１
ａに螺合されるボルト５３３とを具備し、フレーム構造体Ａの中間脚２に設けたガイド部
が両摺動子５３１，５３２に嵌り合う多角形状の貫通孔５３４であって、ボルト５３３を
操作すれば一対の係合爪５２，５２を同時に締めることができるため、作業効率が向上す
るとともに、天板４への係合爪５２，５２の押し付け力が均等となる位置までボルト５３
３及び両摺動子５３１，５３２が成り行きにより必要なところまで動いて締まるため、適
切な連結状態を得ることができる。
【００４２】
　また、係合爪５２の先端が、フレーム構造体Ａを構成する中間脚２の天板支持面２３ａ
から一定の突出寸法を保って接離動作を行うように構成されているので、初期天板取付時
において、係合爪５２の位置を探りながら天板４を中間脚２上に滑らせて凹部５１と係合
爪５２とを係合させ、天板４を天板支持面２３ａ上に落とし込めばよいので、上方からで
も簡単に作業を行うことができるとともに、係合爪５２と凹部５１との係合が得られた後
は天板４が大きく横滑りすることが禁止されるので、複数の天板４からなる連結天板４´
の位置調節作業も的確に行うことができる。
【００４３】
　特に、係合爪５２の先端に、締結方向から見て山形に傾斜するテーパ面５２ａを設けて
いるので、奥行き方向に天板４を位置決めする際のガイドとして利用することができ、係
合爪５２と凹部５１とを係合させる作業をより平易に行うことができる。
【００４４】
　さらに、フレーム構造体Ａが天板受け２３を有し、この天板受け２３には連結方向の長
窓２３ｂが設けられるとともに、天板４の下面４ａにねじ孔４ｂを設け、このねじ孔４ｂ
は天板４の連結方向への移動範囲において長窓２３ｃを介し下方に開口し、下方から挿し
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込んだねじ７を天板下面に設けたねじ孔４ｂに締結することにより天板４を固定するよう
にしているので、天板４をフレーム構造体Ａに対して連結方向の適宜位置に適切に固定す
ることができる。
【００４５】
　とりわけ、フレーム構造体Ａが、図１０に示したように３枚以上の天板４を支持すべく
、それを支える複数の中間脚２を順次ビーム構体３を介し多数連結して構成されている場
合や、端部に配置される天板４ｘの外側の端面と、互いに隣接される側の天板４ｘ、４ｙ
の端面とに、異なる厚みのエッジ部材８ｙ、８ｘを設けている場合等には、天板連結方向
に誤差が生じ易いため、本実施形態のような誤差吸収機能が特に有効に働くことになる。
【００４６】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、各部の具体的な構成は、上述した実施
形態のみに限定されるものではない。
【００４７】
　例えば、図１１に示すように、フレーム構造体Ａによって隣り合う中間脚２と端部脚１
の間、あるいは中間脚２，２同士の間をビーム構体３連結し、それらの脚２－１間、脚２
－２間に天板４を支持するにあたり、天板幅がより大きい場合には、ビーム構体３を、複
数のビーム３ｘ、３ｙを長さ方向につなぎ合わせて連結するようにしてもよい。図示例の
ビーム３ｘは上記実施形態のビーム構体３と同様に両側に図１２に示すような下向鉤型の
爪３１ａを有するものであり、ビーム３ｙは図示しない一端側に同様の下向鉤型の爪３１
ａを有し図示他端側に隣接するビーム３ｘの爪３１ａを係合させる凹所３１ｂを立壁の内
面に備えたものである。ビーム３ｘ、３ｙ同士は、上記実施形態と同様に貫通孔３ｂに挿
し込んだ図示しないボルトによって連結される。凹所３１ｂおよび爪３１ａは連結状態で
ビーム構体３の外面に露出することはない。このようなビーム３ｘ、３ｙからなるビーム
構体３を備えたフレーム構造体Ａ上の天板連結構造にも上記実施形態の締結手段５が用い
られる。
【００４８】
　このように、ビーム１ａ、１ｂを繋ぎ合わせるとビーム構体１の長さ寸法に誤差が生じ
易く、連結フレームＡに対する天板４の位置ずれの原因もなるが、本発明は天板４と連結
フレームＡとの間で適切な連結状態を保って位置調整が可能であるため、このようなビー
ム構造のデスクにも有効に適用することができる。また、このようなビーム連結構造であ
ると、搬出入の際に分解して取り扱える利点があり、幅狭なデスクとの間でビーム３ｘの
共用化が図れる利点も得られる。
【００４９】
　また、ガイド機構はフレーム構造体のガイド部に締め込み部を直接係り合わせることに
よって構成されるものに限らず、他の部材を介してガイド部と締め込み部とを間接的に係
り合わせる構造であっても構わない。さらに言えば、ガイド機構は締結手段とフレーム構
造体との間に構成されていれば、すなわち締結手段がガイド機構を構成する上で何らかの
寄与をしていれば、全く無関係にガイド機構を構成する場合に比してデスク全体を効率良
く構成することが可能となる。
【００５０】
　さらに、ガイド部は貫通孔以外にも、凹みや溝など種々の形態で実施することができる
。
【００５１】
　さらにまた、上記実施形態では天板を幅方向に連設するのみならず対面使用可能なよう
に配線ダクト空間を隔てて奥行き方向に一対に配置したが、必ずしも対面使用構造にする
必要はなく、片側使用のみの構造としてもよい。この場合は、上記ビーム構体には、幕板
状のものを用いても構わない。
【００５２】
　その他の構成も、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００５３】
【図１】本発明の一実施形態に係るデスクの天板を透視した全体斜視図。
【図２】同実施形態における中間脚及びビーム構体の関係を示す分解斜視図。
【図３】同実施形態における締結手段を示す分解斜視図。
【図４】同実施形態における端部脚及びビーム構体の関係を示す分解斜視図。
【図５】同実施形態における中間脚への天板の取付手順を示す図。
【図６】同実施形態における中間脚への天板の取付手順を示す図。
【図７】同実施形態における中間脚への天板の取付手順を示す図。
【図８】同実施形態における中間脚への天板の取付手順を示す図。
【図９】同実施形態の作用説明図。
【図１０】同実施形態の作用説明図。
【図１１】本発明の変形例を示す図。
【図１２】図１１の分解図。
【符号の説明】
【００５４】
　１…端部脚
　２…中間脚
　３…ビーム構体
　３ａ、３ｂ…ビーム
　４…天板
　４ａ…天板下面
　４ｂ…ねじ孔
　５…締結手段
　６…ガイド機構
　７…ねじ
　８ａ、８ｂ…エッジ部材
　２３…天板受け
　２３ｃ…長窓
　４０…端面
　５１…凹部
　５２…係合爪
　５２ａ…テーパ面
　５３…締め込み部
　５３１…第１の摺動子
　５３１ａ…雌ネジ
　５３２…第２の摺動子
　５３２ａ…ボルト貫通孔
　５３３…ボルト
　５３４…貫通孔
　Ａ…フレーム構造体
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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